


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地域別 ①アメリカ ②イギリス ①オーストラリア
力
②アメリ ①[]本，②アメリカ
時代別 近･現代（modem)，１９～20世
紀
近･現代（modern）
紀
１９～２０世 中１１t末期から近･現代
[論文］会計史研究の'五|際比較（中野・橋本・清水・澤登・三光寺）
他方．わが国では，会計史を文字通り「歴史学」として確立する気概を持っ
て「日本会計史学会」が創立され，大学の研究者を中心に活動が始まった。先
に述べたようにわがＩＲＩの研究者で会計専門職業人を兼務するものは相対的に
少なく，会計史の研究はまず隣接学科目である経済史や経営史に伍すべくその
学問的体系化を図ることから始まったと考えられる｡もちろん，学界をあげて
これに取り組んだというわけではなく，また，大学教育，特に学部教育におい
て会計史を教えることがほとんど期待されていなかったことから，会計専門職
業人の養成といった実務的要請に従う必要もなく，研究肴それぞれが個々の関
心に基づいて研究を進め，その結果，中世イタリアの複式簿記生成史から現代
に至るまでの数多くの研究成果が蓄積されることになった。ただし残念なが
ら，海外への情報発信力（海外の学会での報告や，海外の学術誌への投稿と掲
載）の弱さのためにわが1K1において蓄積された研究成果が海外で十分に認識
されていないというのが現状であろう。
このことは，先の似|表にも表れている。AHJやＡＨに示される状況と異な
り，わが国の研究は未だ個人の関心の範囲で行われ，全体としてのメッセージ
性に乏しく，海外の学会との交流も机対的に少ないことから，研究1mでの，い
わゆる「ガラパゴス化」現象が生じているとも考えられる。現状のままでは，
残念ながら，これまでに蓄積された優れた研究成果が蝿もれてしまう可能'性が
ある。
しかし否定的側面だけではなく，このことを肯定的に捉えれば，独自性な
いし独創』性を有しているという意味でもありわが国に蓄積された研究成果を
海外に積極的に情報発信しその成果を海外の研究者と共有することが強く求
められるのである。
補論：Accounf/ngMSroﾉｙＲｅｖ/ｅｗの位置づけと今後の検討課題
本稿では，会計史研究の専''１]的学術誌として創刊され，今[|も刊行され続け
ているＡＨＪとＡＨを対象として比較研究を行ってきた。しかし現在ではこ
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れら２誌以外に，Acco""/ｊ"ｇＨｉｓｒｏｒｙＲｃｚ１ｉＣｚｃ（以下，ＡＨＲと略記）の存在が
知られており，これを看過することはできない。
ＡＨＲは，1990年にAccozMj"９，Ｂ"s/"CSSα"ｄＦｉ"α"c/α/HIsj0Dノ（以下，
ABFHと略記）として創刊され，年３回の頻度で発行されている。そして，
その間の2010年に，現在の誌名であるＡＨＲに改称されている。
当初の誌名が示す通り向誌は，創刊の時点では会計の歴史のみを対象とし
ていたわけではなく，経営や財務も含めたより幅広い歴史研究を包含しようと
意図していたと考えられ，本稿における考察対象から除外した理由もそこに求
められる。
しかし現在のＡＨＲの研究主題は，会計，経営，管理と会計，経済学，財
政学，経営学と産業，歴史，人類学と幅広く設定されるがその主たるＨ的は，
時空を超えて，多様な社会的・文化的，そして，多面的な制度的文脈において，
会計とそれらの含意するところを学術的に探究することにあるとされる22)。
委員長等を含めたＡＨＲの編集委員会（30人）の構成は，過半数の１６人がイ
ギリスの大学に所属し以下同様に，アメリカ，フランスが各３人，アイルラ
ンド，イタリア，カナダが各２人，スペイン，オーストラリアが各１人となっ
ている。ここからは，編集委員会のメンバー構成にイギリスヘの偏りが見られ，
｢時空を超えた」学術誌とは言えない状態である。また会計学の著名な研究
者が編集委員に名を連ねていることから，専門分野としての学際性も看取する
ことができない。ＡＢＦＨからＡＨＲへの誌名の変更もその実態の反映であると
言えよう23)。
なお，ＡＢＦＨの創刊から第１０巻までの|可誌の研究動向については，
Anderson［2002］において詳細に分析されている。これを基に執筆者の国と
地域の集計データを集約すれば，次頁の［図表７］のようになる２１)。
この図表からも明らかなようにイギリス，アメリカ，オーストラリアの３
つの国で全体の８割近くを占め，ＡＢＦＨがいわゆるアングロ・サクソン系
の諸国の編集者と執筆者の強い影響の下で創刊ざれ成長してきたことがうかが
える。
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図表７：ＡＢＦＨの執筆者の国と地域の分布
その他ランドー、６％ニュージー２％
カナダ
３％
凸母と
谷
スペィンーー
マ勢風／
８％
オーストラリア－／
１０％
筑筑執》》
護護蕊議
馨環灘議 。Ｖ７
、１３％
犀、
今日のＡＨＲは有力な会計史研究者を編集委員会に包含した体制をとってお
り，会計史学全体に対する影響力は大きいと言える。それゆえ,ＡＨＲの動向が，
ABFHの時代と同様の傾向にあるのか，あるいは，大きく転換しているのか，
さらにＡＨＪとＡＨ，あるいは，「年報』との差異は何かといった比較研究に
ついては．槁を改めて論じることとしたい。
[注］
※ 本稿は，独立行政法人日本学術振興会による科学研究費補助金「会計史研究の
展開に関する実証研究：リサーチ・データベースの作成と国際比較」（課題番号
l5KO3772）（平成27年度～平成29年度)）に基づく研究成果の一部である。
DaifOmeの"opinionofBook-keepingsAntiquity"は，彼自身がＴﾉｾCMBγc/iα"ね
JfI〃0"γ:．…において，「私の良い友人（AGoodFriendofmine)」と記して
いるSimonStevin（彼はネーデルラントの著名な数学者であると同時に，１７世
紀を代表する「簿記論」（F1,輝陀/jcﾉｾcBozUcﾙﾉbOzZ`j"ｇ”‘ｅｊｍＪｊａＢ"sMzc
H'ryse･・・・（1607）の著者でもある）の著述に依拠（翻訳）していると言われる
(Dafbrne［1635]，‘`OpinionofBook急keepingsAntiquity";ｓｅｅＹａｍｅｙ［19801
ｌ）
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p84;中野［2016198-99頁（注（３）))。
Fosterは，ＴｈｃＯﾉ･屯/〃α"dD0gノセｓｓｑ/BOOﾉMCC/)/"g:．…について，彼がその
当時所有していた150点以｣二の会計関係の文献に基づいて著したとするが．同普
は，「序文」（Preface）と「文献リスト」（"WorksonBook-keeping"，“American
WorksonBook-keepingWおよび，“MercantileTables，,）などを除けば，本文
は22頁，全体でも'二I署の紹介（"NewandPopularWorksByB.ＦFoster"）を
含めて54頁にすぎない。しかしながら，とにかく，「会計」の歴史を，単行害と
して，初めて蝉１１Ⅲ的に収Ｉ)上げたという点で，会計史ｲi)|:先の歴史上，象徴的な
著作と位{趾づけられる（Foster［l852lp、iii；ｓｅｅＹａｍｅｙ［1980]，ｐ90；中野
[2016199頁（注（６）))。
曾I]]の『學課起源署説』は，簿記・会計の専１１Ｍ:でなく，｜ﾘ]治初期当時の新し
い諸学科（｢化學」（Chemistry)．「理學」（NaturalPhilosophy)，「記簿法」
(Book-Keeping)，「歴史」（History)，「地理學」（Geography)，「四則算」
(Arithmetic)，「代数學」（Algebra)．「幾何學」（Geometry)）の起源を外国の
文献を基に解説した便覧的小Ｈ１}子であ1)．その｢|]で．彼は，上記のように．一
つの項｢|を設けて．簿記の歴史を叙述している。その限Ｉ)において，彼の論稿
は，会計（特に簿記）の歴史を論じたわが国で妓初の耕作と言うことができる。
ただし当該論稿は，紙lI1Fiが３頁強のきわめてiWiLiiな内容のものであった。し
かも，それは，仲'1旧身の創意に基づくというよりは，ドイツの官房学者であっ
たJohanllBeckmannによる科学技術史Ｍ１係の論文集ＢのWtiigczzlγGcschzrch妃
〔/CﾉＥｒ/ir"〔/""9℃"，特にその英語版にあたるＡＨＭ"〈ｙｑ〃"Z）C"//0"S,Ｄお(P0zMCS，
α"(／Ｏ'jLJ/"ｓ（1846）に収録された簿記の歴史を解説した項'二１（"ItalianBook‐
keepingⅧ）の抄訳である。曾１１１の「記簿法Book-Keeping」および，それと
Beckmallnの論稿との関連等の詳細については，ｉＬｉ１Ⅱ［1975]；小島［1973］（第
５章）；「|Ｗ［2015］；同［2016］（mIV）を参照されたい（SeealsoBeckmann
[1783]，Sl-l5；同［l846alpp、１－５（特許庁|ﾉﾘ技術l)Ｍ}究会(訳）［l999a]，41-
47頁))。
櫛Ⅱ]の論稿がわが国における会計史研究の先駆的著作とみなされるのに対して，
１１胱野の「簿記単起原老ｊはその本格的な幕開けを画する著作である。もちろん
彼の著書もまた，一次史料の蒐集と分析が困雌であった当時の状況に照らして，
iiij外で公表されたり|蜀究成果に基づくという限界は存したが，本文でも述べたよ
うに，会計史を専|Ⅱ]的に取り-ｔげた単行香としては，Fosterの著書に次ぐ，ＩＩＬ
界でも第二番|=|に位世づけらｵしる画期的な著作である。その詳ｉｌⅡについては，
たとえば，中野［2016］（Ｖ）を参照されたい（Seealso江村［1953］（序説）；
小島［1963］（第９章）：ilW1ll［1975］；同［1978］；同［1982］（第二部簿記學
起原考解趣))。
|ﾘ]治初1Ulに出版ざｵした薄記解説書の多くが欧米の簿記i1l:の翻訳ないし翻案で
2）
３）
４）
５）
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あったのと|可様に．曾１１１と海野の著作も．既述のように，欧米における先行研
究の抄訳ないしそれに依拠したものであった。しかも，曾｢Ｈと海野はともに，
実業人，強いて言うならば学者的実業人であったのに対して，２０世紀に入ると
会計の専門的研究者による会計史研究の著作が現れるようになる。その1薦矢と
なるのが，東爽五郎の「簿記の起源及沿革」（｢新案詳解商業簿記」（1903）所収）
と「簿記法古代の沿革」（『商業會計第壹集」（1908）所収）である。東の論稿
もまた海外の研究成果に依拠するものではあったが，海外の会計史研究の積極
的な紹介・導入が，１jTlllや海野の先駆的業績の後に登場するのであり，わが'圧｜
の会計史研究は束の論稿をもって新たな段階へと移行すると考えられる。彼の
論稿の詳細については，中野［2011］；''１［2016］（ＶI）を参照されたい（See
also小島［1973］（第５章３a))。
1973年に設立されたTheAcademyofAccountingHistorianｓは，1974年から
機関誌としてＴ力cACcoz("//"ｇＨｉＳｔ０ｒｊα"ｓを刊行しており，ＴｈｃＡｃｃｏｚ/"/z"ｇ
ＨＪｓｔＭα"s/０"γ"α/は，前者を継承し誌名を改める形で1977年から刊行されてい
る。本橘では，ＴﾉﾉcAccoz"ztj"gHirstoγ/α"ｓに掲載された研究論文等も含めてそ
の分析対象としている（Seehttp://Aahhq/AHJ）（最終閲覧2016年７月31日)。
Seehttp://ach・sagepubcom／（最終閲覧2016年７)j3111)．
See中野・橋本［1999］；中野他［2005］；中野他［2009a]。
ただしタイトルとアブストラクトに会計に関する表1Mがまったく含まれてい
ない研究論文等も存在しこれらは集計作業の過程で除外しているが，その数
は,ＡＨＪでは954編中11編（データの捕捉率は98.8％)，ＡＨでは371編中４編（同
98.9％）となっている。
中野他［2015118-38頁（Appendix:ＡＨＪ・ＡＨ文献[1録)。
中野他［2013132頁。
中野他［2013132頁。
Acco""""ｇ研s/ひびは，「会計の．本質，役割，利用およびその影響について，
批判的・説[ﾘ]的な歴史研究を称揚し，あらゆる組織形態にまたがる会計の歴史
的展開に関する,ｒｌｊ１Ｍ質な論考について，その発表の場を提供する専門的・国際
的査読学術誌である」（http://achsagepub・com）（最終閲覧2016年７)]３１日）
としており，会計のバックグラウンドよりも職能を研究対象としていることが
明らかである。
'１１野他［2013133頁・
中野他［2013134頁。
なお，本稿の分析では，共著論文は執筆者別にそれぞれ１編とカウントしてい
る。
Ｓｅｅhttp://news-gazettecom/news/local/2009-03-15/urbanas-maureen-berry‐
Woman-worldhtml（般終閲覧2015年５)]26｢|)．
６）
７）
８）
９）
１０）
１１）
12）
13）
14）
１５）
１６）
17）
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18） Seehttp://weatherhead・case・edu/faculty/gary-previts／（敲終閲覧2016年７Ⅱ
31日）
Seehttp://st-andrews・acuk/management/aboutus/people/honoraryandvisiting／
thomaslee／（最終閲覧2016年７月31日)．
Seehttps://ｗｗｗ､sheflieldac・uk/management/staff7josephine-Maltby/index／
(般終閲覧2016年７月31日)．
今[|では，史観の相違による対立軸は，方法論という形で存在しているとも言
える（See清水［2005])。
Seehttp://www､tandfOnline・com／（最終閲覧2016年７月３１日)．
Seehttp://www,tandfonlinecom／（鍛終閲覧2016年７月31日)．
Anderson［20021ｐ,７（Table２）を基に作成。
19）
20）
21）
22）
23）
24）
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・橋本武久・治水泰洋［2008］「わが'五|における会計史研究の展開一「會計」
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